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第91回関東学生陸上競技対校選手権大会結果　5月12・13日、19日・20日　国立競技場
～4×100ｍリレー、5年連続の入賞～









開会式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手宣誓　　　　　　　　　　　　　　　　　　大応援団
関東インカレの4日間が終わりました。総合得点4点の27位（関東学連147校＜1部16校、2部94校、3部28校、女子大9校＞：2011年度関東学生陸上競技連盟要覧記載）に終わり残念ながら、昨年の総合得点11点・20位を上回ることが出来ませんでした。結果は、支援者の皆様のご期待を裏切る形となりただただ申し訳なく思います。

　しかしながら、4×100ｍRで5年連続の入賞（5位）を果したのを初め、決勝進出を逃した4×400ｍRでは3分17秒88（全体で9位、昨年は3分20秒20で7位入賞）の好記録、1500ｍで予選敗退した成原貴之（2）の持ちタイム（3分50秒42）は今大会の優勝タイムを上回る記録、また、走幅跳の佐藤耕太（1）も今回は惜しくも入賞を逃したものの7ｍ29の自己ベスト（今大会では2位）を持ち、日本ジュニア選手権の標準を突破しているなど、1・2年生に有望な選手が育ってきています。そして、今回出場した選手ばかりでなく、虎視眈々と来年度の関東インカレ出場・入賞を狙っている者が居ることから、来年は、昨年、一昨年を上回る大飛躍の年となると確信しています。今年度もまだシーズンが始まったばかり、来年度大飛躍のためには今シーズン中にしっかりした結果を出すことが必要です。
　来週からそのための競技会が始まります。より一層皆様が応援したくなるようなチームを目指し、精進して参ります。
1日目結果（5月12日）











110ｍＨスタート前の布施（1）　　　　　　1500ｍ成原（2）は完全にマークされました　　　　1500ｍ安達（4）、精一杯の頑張り











4×100ｍＲ予選・1走原島（4）は素晴らしい走り　4走石坂（2）に渡った時点で3位以降に大差　　陣内部長から激励関東インカレには魔物が潜んでいます。

110ｍＨ予選　
布施祐太（1）　16秒05（+0.9）　予選落ち
1500ｍ予選
成原貴之（2）　3分58秒72 　　　予選落ち
安達健人（4）　4分13秒50　　　 予選落ち
4×100ｍＲ
原島（4）・佐藤耕（1）・若杉（3）・石坂（2）　42秒20　準決勝進出


1500ｍ組トップの持ちタイムで挑んだ成原が予選落ち。初めてマークされる立場になり雰囲気や独特のレース展開で実力を出せずに散ってしまいました。今年度は日本学生個人選手権大会、日本インカレ出場権を獲得している成原はビックゲームで経験を積んでいずれは表彰台の真ん中を狙える逸材です。

春先からなかなか結果が出せずに苦戦が予想された4×100ｍＲでは、優勝候補の大東文化大学に次いで組2位でゴールし準決勝進出を決めました。この10年で優勝を含む7回の入賞の実績が大きな自信になっています。

110ｍＨの布施は標準記録ぎりぎり突破での出場、実力通りの結果でしたがまだ1年生、良い経験を積むことが出来ました。また、1500ｍの安達はなかなか調子が上がらず万全のコンディションではありませんでした。箱根予選会での雪辱を誓ってくれました。
2日目結果（5月13日）
[image: image12.jpg]




[image: image11.jpg]













　　　4×400ｍRメンバー　　　　　　　　　　　　　　　　　1走・羽田（4）　　　　　　　　　　　　　3走・阿見（2）
　　　　　














　　　　　　　　　　　　　　　
10000ｍ、五十嵐友也（2）　　　　　　　　　　　　　　　「応援に感謝」
「健闘した!だけど悔しい」4×400ｍＲでは全出場校中9位で決勝進出まであと1歩及びませんでした。今後はこんな思いをしたくありません。
関東インカレ10000ｍに五十嵐（２）が出場。申し込みタイムでは下から2番目、持ちタイムが30分台の五十嵐にとっては、30分台の選手が3人と苦しい厳しい中でのレースとなりました。経験を積み、場数を踏んで常にチャレンジです。

10000ｍ　　決勝
五十嵐友也（2）　　30分52秒39　　24位
4×400ｍＲ　予選
羽田・石坂・阿見・平田　　3分17秒88　　予選落ち
3日目結果（19日）










　　　　　声を嗄らして応援　　　　　　　　　　ハーフマラソン・四方田（2）10K通過点ではトップグループに










　　800ｍ・加藤（2）、健闘空しく予選敗退　　　　　　4×100ｍR・1走原島（4）　　　　　　　　　　　　　4×100ｍR・3走若杉（3）
800m　予選
加藤伸明 （2）　1分56秒90 　　　予選落ち
ハーフマラソン　決勝
四方田春樹 　　　1時間08秒14 　　30位
4×100mR　準決勝
原島、佐藤(耕)、若杉、石坂 　41秒51 　　決勝進出
4×100ｍR　決勝
原島、佐藤(耕)、若杉、石坂 　41秒77　　 5位入賞 
箱根駅伝を目指すチームならば3名出場するのが当然のハーフマラソン。残念ながら東経大は1名四方田（2）のみの出場となりました。序盤上位集団で走るもラスト5キロ失速し、思い描くような走りとはなりませんでしたが、今回の経験が予選会に活きてくるでしょう。常にチャレンジし、一歩ずつ成長します。
800ｍ・加藤は完全に力不足のレース。「練習の根本から考え直す。」と決意できたことが収穫。この意識が継続できれば来年は必ず入賞できる。

東経大にとって4×100ｍRは、何か持っています。10年間で優勝1回、2位2回を含め7回の入賞を誇っています。しかし、そのお家芸4×100ｍRも今シーズンに入って大不調に陥っていました。それを見事に建て直し5位入賞を果しました。原島（4）のリーダーシップが入賞の最大要因でしたが、必死でバトンを繋いだ佐藤耕太（1）、若杉（3）、石坂（2）のチームワークの勝利です。今回は41秒51を準決勝でマークしましたが、来年は40秒代を目標に強化を図ります。
4日目結果（20日）










走幅跳・佐藤耕太（1）、入賞まで後一歩、悔しい9位　5000ｍ・五十嵐（2）、「もっと強くならなければ・・」　主将として最後の挨拶・今井準也（4）

5000ｍ　決勝　　　
五十嵐友也（2）　15分00秒00　　　33位
走幅跳　決勝
佐藤耕太（1）　　　7ｍ13（+2.0）　　10位

走幅跳・佐藤耕太は3回目のあと6人までで6位につけていただけに悔しい悔しい10位です。彼の跳躍はまだまだ発展途上、いずれはとてつもない大記録を打ち立てます。

5000ｍ・五十嵐は、記録的には戦えない持ちタイムではありましたが、今回は本人にとっても、チームにとっても経験が一番重要。残念ながら15分という大台に乗ってしまいましたが、今回の経験を次に活かし、毎日が挑戦です。挑戦こそが成長。



